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    自然の力を利用して燃えない木材を作る 

乾燥負圧注入による木材の難燃化 
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概  要 

 

伐採直後の針葉樹丸太を玉切りし、樹皮をむいた後、末口を難燃処理薬液に

浸し（図１）、木材が乾燥する際に生じる毛細管現象と濃度勾配による拡散浸

透を利用して材内に薬液を注入することで難燃化処理ができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

現状の大型の減圧加圧注入釜、処理前の乾燥、廃液処理が不要なため、設備

投資、ランニングコストを抑えることができる。 

本技術の 

有用性 

スギ・ヒノキを大型の設備投資なしで、建築基準法で規定されている難燃・

準不燃材グレードに加工でき、内装材などに利用できる（図２、３）。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 乾燥負圧注入の様子   図 2 注入材の木口   図 3 試作した壁材 

適用可能製品 
大型商用施設等で準不燃以上の防火材料が要求される場所に用いる建材 
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